
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

● 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

全区での実施に向け、引き続き体制整備をしていく。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

令和６年度において、一部の区での先行実施、令和７年度より全区での実施により、精密健康診査受診票
（眼科）の発行数は増加していく見込み

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

3.6 4.3 4.5 10 10

↓

アウトカム
成果指標1

３歳児健診で精密健康診査票（眼科）を発行した割合 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

0 0 5 10 10

人工

指標

アウトプット
活動指標1

屈折検査機器の導入区数 という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

0.2 人工

令和6年度予算額 8,000 千円 うち特定財源 2,271 千円 正規職員業務量 0.2

正規職員業務量 0 人工

令和5年度決算額 6,170 千円 うち特定財源 2,410 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0 人工

令和5年度予算額 6,000 千円 うち特定財源 3,000 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

　３歳児健康診査において、これまでの視力検査に加えて屈折検査を導入することで、客観的な指標を基に弱視の疑いがある
児を早期に発見することができ、弱視の疑いがある児を医療機関に繋げることで、適切な治療を受け良好な視力が得られる環
境を整えたい。

他都市の状況

２０政令指定都市の内１８都市で実施

市民参加の実施

令和4年度決算額 0 千円 うち特定財源 0

施策名 支援や配慮が必要となる子どもや家庭が、困難な状況に応じた適切

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社
会的課題）

　強い遠視や乱視などの屈折異常によって視力が正常に育たない「弱視」の子どもは５０人にひとりといわれ、片目であれば外
観や行動に現れないため日常生活で気付かれないことが多い。視覚発達の感受性がある６～８歳を過ぎると、充分に視力が
向上せず、眼鏡をかけても視力が出ない。

事業内容
（何を実施し）

　屈折検査機器の導入及び検査体制の整備し、３歳児健康診査で弱視スクリーニングの検査を行います。令和５年度につい
ては、東区でモデル実施を行い、課題の洗い出しを行いました。

事業名 ３歳児健診視覚検査費

評価担当課 所   属 子）子育て支援　子育て支援課 電話番号 011-211-2785

事業評価調書

年度 令和5年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 70042


